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(1) 動機：GIS の普及に伴い，異なる研究機関や大

学が，空間データを共有したり，共同で編集した

りする機会が増えてきた．今日のクラウド型空間

情報プラットフォームは，こうした空間データを共

有した研究場面を支援できる様々な機能を有し

ている．そこで本研究は，現在公開されている最

新のクラウド型空間情報プラットフォームが提供

する機能を調査し，その研究場面における有用

性について考察する． 

(2) 方法： 2011 年に刷新された米国連邦政府の

Geospatial Platform サイトと同サイトの機能を提

供している米国 Esri 社の ArcGIS Online につい

て，両サイトのサービス内容，ユーザ，機能，コン

テンツ，リソース センターを調査し，研究場面に

おける活用方法について考察を加えた． 

(3) 結果： 調査の結果，以下の機能が両サイト共通

の特長として把握された．①対話的に複数コンテ

ンツを視覚化して統合 Web マップとして登録, ②
ローカル資源をサービスあるいはコンテンツとして

登録, ③パブリック型とプライベート型の 2 グルー

プでアクセス管理，④シングル サイン オンでユ

ーザの ID とセッションを管理する機能． 

空間データの共有は空間的知識共有とコラボ

レーションの過程である．調査の結果は，今日の

クラウド型空間情報プラットフォームは，こうした共

有における側面を反映し，研究者が空間データ，

情報の利用者の立場として，カタログ，検索，ダウ

ンロード等のサービスの提供を一方的に受ける場

に留まらないことを示唆している．すなわち，今日

のクラウド型空間情報プラットフォームは，研究者

が新しい空間情報，あるいは空間的知識を生み

出す際に，オープンに，あるいは特定のグループ

とクローズな環境でコラボレートし，コミュニティー

を醸成するための仕組みが提供されていた．さら

に，こうした作業の結果生まれた新しい情報，モ

デル，ツールは，空間的知識としてコミュニティー

と様々な手段で共有できる機能も組み込まれてい

る．すなわち，研究者が空間的知識のプロシュー

マ（生産者であると同時に消費者）として活動する

ための知的空間を提供する場が，最近のクラウド

型空間情報プラットフォームだといえる．また，開

発者向けの Web API を公開することで，Gov 2.0 

や Web 2.0 に代表されるマッシュアップ技術を使

った Web アプリケーション プログラムでその研究

成果を広く社会的に利用することも可能である．  

(4) 使用したデータ： 

・ 米国連邦政府の Geospatial Platform サービス

（2012 年 8 月実施） 

Web: <http://www.geoplatform.gov/home/ > 

・ 米国 Esri 社の ArcGIS Online サービス 

（2012 年 8 月実施） 

Web: <http://www.arcgis.com/home > 
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図 2： 商用空間情報プラットフォーム ArcGIS Online 図 1： 米国連邦政府の Geospatial Platform 


